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市
政
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

の
私
の
行
動
の
原
点
は
、「
互

い
に
違
い
を
認
め
合
い
、
役
割

を
果
た
し
、
目
的
達
成
の
た
め

に
総
合
力
の
発
揮
を
」
と
い
う

思
い
に
あ
り
ま
す
。

　
「
伊
勢
市
を
ど
の
よ
う
な
ま

ち
に
し
た
い
か
」「
伊
勢
市
が

ど
の
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い
か
」
と
い
う
思
い
を
「
伊

勢
市
の
未あ
し
た来
」
と
し
て
み
ん
な

で
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
、
連
携
・
協
働
す
る
こ

と
で
、「
市
民
の
幸
せ
の
実
現
」

と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
る
よ

う
な
地
域
社
会
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
手
段
を
考

え（
政
策
）、財
源
を
見
極
め（
財

政
）、
財
源
を
生
み
出
し
、
体

制
を
整
え
る
（
行
財
政
改
革
）

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
計
画
で
あ

る
「
新
市
建
設
計
画
」
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
『
新
市
建
設
計
画
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
、

そ
の
財
源
の
裏
付
け
と
し
て

『
伊
勢
市
の
財
政
収
支
見
通
し
』

を
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
も
の
と

し
て
『
伊
勢
市
行
財
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ

策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
一
体
的

に
進
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
た
い
「
伊
勢
市
の

未あ
し
た来

」
と
、
任
期
中
に
進
め
た

い
重
点
的
な
取
り
組
み
を
、
私

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
※
）『
伊
勢
市

あ
し
た
の
プ
ラ
ン
』
と
し
て
ま

と
め
、
先
の
市
議
会
で
表
明
し

ま
し
た
の
で
、
以
下
に
お
示
し

い
た
し
ま
す
。

※
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト…
政
権
公
約
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

「
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
」

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
和
し
て

共
に
未あ

し

た来
へ
」
を
基
本
理
念
と

し
、「
第
1
章　

誇
り
を
も
て

る
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
方
向

性
と
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
、

「
第
2
章　

市
民
に
期
待
さ
れ

る
市
役
所
づ
く
り
」
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
支
え
る
市
役

所
へ
と
改
革
す
る
方
策
に
つ
い

て
示
し
て
い
ま
す
。

市
民
力
の
結
集
を
！

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
福

祉
費
の
増
大
や
、
地
方
分
権
化

に
伴
う
税
源
移
譲
な
ど
、
社
会

状
況
の
変
化
に
よ
り
、
伊
勢
市

の
財
政
は
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
財
政
が
破は

綻た
ん

す
れ

ば
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な

低
下
は
避
け
ら
れ
ず
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
が
、
財
政
の
こ

と
ば
か
り
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
極
端
に
低
下

す
る
こ
と
も
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
国
や
県
、
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
を
進
め
る
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
伊
勢
市
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
分
か
り
や
す

く
正
確
に
伝
え
、
情
報
を
共
有

す
る
な
ど
に
よ
り
、
相
互
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け

て
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
や
孫
の
世
代
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、素
晴
ら
し
い「
伊

勢
市
の
未あ

し

た来
」
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
力
を

結
集
し
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

～
私
の
市
政
へ
の
思
い
～

伊
勢
市
の
未あ

し

た来
を

  　
　

創
る
た
め
に

伊
勢
市
長
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「和して共に未来へ」～目指すのは市民力の結集、市民の幸せ～

　伊勢のまちには素晴らしい特色がたくさんあります。

　この伊勢の特色から次の 3つの要素を取り出し、
まちづくりの共通理念としました。

共通理念 …まちづくりの「環・健・観」

●環 境と共生できるまち
●健 康づくりと文化の活きるまち
●観 光が輝き・産業の元気なまち
まちづくりの 6 つの柱

　共通理念を基に、次の 6つの柱を掲げ、誇りをもてるまちづくりを進めていきます。

　誇りをもてるまちづくりに向けて、その実現を支える市役所に変えていきます。

　組織を変えていくために、次の 3つの共通する視点を持ち続けていきます。
共通する視点 …市役所づくりの「活・改・心」

●活 性化…「上杉鷹
ようざん

山」に学ぶ

●改 　革…「大岡越前」に習う
●心 意気…「職員と共有したい 17の信条」
　仕事を効率よく行い、倹約し、何より「変わる」、

「かえる」という強い気持ちと気合いを職員に持たせます。

市役所づくりの 5 つの柱

　次の5つの柱を掲げ、新しい時代に対応した市役所を目指していきます。

ご
遷
宮
に
む
け
た
伊
勢
ら
し
い
ま
ち

● 

伊
勢
の
顔
づ
く
り
、
山
田
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
地
区
整
備

● 

交
通
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
整
備 

● 

名
勝
二
見
浦
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

安
全
で
安
心
な
災
害
に
も
強
い
ま
ち

● 

耐
震
化
事
業
の
推
進

● 

地
域
防
災
組
織
の
機
能
強
化

● 

防
災
総
合
拠
点
整
備

健
康
で
、
心
豊
か
な
人
の
育
つ
ま
ち

● 

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
障
が
い
者
支
援

● 

市
立
伊
勢
総
合
病
院
の
方
向
性
の
検
討

● 

子
育
て
支
援
と
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
の
充
実

環
境
に
や
さ
し
く
、
産
業
が
活
き
る
ま
ち

● 

環
境
都
市
宣
言
と
環
境
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
朝
熊
山
麓
用
地
の
活
用

● 

農
業
・
漁
業
の
経
営
支
援 

伊
勢
志
摩
地
域
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
ま
ち

● 

観
光
基
盤
の
整
備 

● 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
誘
客
基
盤
整
備 

● 

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
誘
客
の
拡
大

宮
川
流
域
の
中
核
都
市
と
し
て
の
ま
ち

● 

流
域
連
携

● 

宮
川
流
域
館
誘
致
（
宮
川
を
知
る
拠
点
）

● 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
推
進

市
民
益
を

最
大
に
考
え
る

住
民
自
治
を

活
か
す

議
会
と
の

協
働
で
進
め
る

職
員
が
誇
り
を

持
っ
て
働
け
る

市
民
に

信
頼
さ
れ
る

伊勢市あしたのプラン

あした

上杉鷹山
　米沢藩主として、先見
性のある産業振興で財政
再建を行い、傾いた藩政
を立て直した。

大岡越前
　江戸町奉行として、目
安箱の設置や町火消し「い
ろは 48組」の創設など享
保の改革に力を尽くした。

第1章　誇りをもてるまちづくり

第2章　市民に期待される市役所づくり
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伊
勢
市
の
財
政
収
支
見
通
し

　

市
の
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中
で
、
適
正
な
市
政
運
営
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
で

持
続
可
能
な
財
政
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
財
政
収
支
見

通
し
は
、
新
市
建
設
計
画
で
定

め
ら
れ
た
10
年
間
の
財
政
計
画

を
基
に
、
前
期
5
年
間
に
つ
い

て
、
社
会
状
況
の
変
化
や
地
方

財
政
制
度
の
改
正
な
ど
を
踏
ま

え
、
一
部
を
修
正
し
た
も
の
で

す
。（
左
表
参
照
）　

地
方
債︵
市
の
借
金
︶残
高
と

財
政
調
整
基
金︵
市
の
預
金
︶残
高

　

合
併
に
伴
う
財
政
需
要
を
賄
ま
か
な

う
た
め
、
5
年
間
の
財
政
収
支

見
通
し
期
間
中
は
、
地
方
債
残

高
が
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
財
源
不
足
を
補
う
た

め
に
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基

金
の
残
高
は
急
減
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
地
方

債
発
行
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン（
指
針
）を
策
定
し
、
地
方
債

の
適
正
な
総
額
管
理
を
図
る
と

と
も
に
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
依
存
し
な

い
財
政
体
質
に
転
換
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

︵
基
礎
的
な
財
政
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
︶

　

財
政
収
支
見
通
し
は
、
平
成

22
年
度
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
黒
字
化
し
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
、
努
力
目
標
計
画
で
も
あ

り
ま
す
。（
左
グ
ラ
フ
参
照
）

　

今
後
、
予
算
編
成
を
行
う
と

き
に
は
、
そ
の
時
点
の
制
度
改

正
や
国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど

を
踏
ま
え
、「
選
択
と
集
中
」

を
念
頭
に
具
体
的
な
内
容
を
定

め
て
い
く
こ
と
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
、
財
政
収
支
見
通
し
を

見
直
し
ま
す
。

【歳　入】

区　分 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22
地 方 税 15,100 16,300 16,500 16,500 16,800 
地方交付税 8,626 8,329 7,999 7,805 7,683 
国県支出金 7,000 6,251 6,733 7,027 6,528 
地 方 債 4,296 5,619 4,632 4,730 3,801 
そ の 他 7,782 5,589 6,626 6,091 5,253 
歳 入 合 計 42,804 42,088 42,490 42,153 40,065 

【歳　出】

区　分 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22
人 件 費 10,354 9,474 10,281 9,610 9,487 
扶 助 費 6,507 6,480 6,454 6,419 6,385 
公 債 費 5,059 5,068 5,226 5,074 5,055 
投資的経費 6,593 6,900 6,400 6,900 5,100 
そ の 他 14,291 14,166 14,129 14,150 14,038 
歳 出 合 計 42,804 42,088 42,490 42,153 40,065 
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299

（単位：百万円）

（単位：百万円）

年次別財政収支見通し

プライマリーバランスの推計
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伊
勢
市
行
財
政
改
革
大
綱

実
施
計
画

　

今
回
策
定
し
た
実
施
計
画
は
、

本
年
6
月
に
策
定
し
た
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
を
示
し
た
も

の
で
、「
自
立
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
、
次
の
3
つ
の
視
点

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
施
計
画
に
従
っ
て
、

健
全
な
財
政
を
確
保
し
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。【
財
政
健
全
化
】

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
大
き
な

流
れ
の
中
で
、
伊
勢
市
が
独
自

の
政
策
決
定
を
行
い
、
責
任
を

持
っ
て
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め

に
、
市
役
所
の
組
織
や
職
員
を

自
立
し
た
も
の
へ
と
改
革
し
ま

す
。【
市
役
所
改
革
】

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
よ
り
伊
勢
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

【
市
民
力
活
性
化
】

1　財政健全化　～財政的な自立～
　財政運営に規律を持たせ、財政の健全性を確保していくため、将来の収支を見通したうえで、
中期の財政指標の到達目標を設定します。
　・経常収支比率※1：90％未満 
　・実質公債費比率※2：15.4％（平成17年度実績）を維持 
　・プライマリーバランスの黒字化　　　　　　　　　　　　　　
　・財政調整基金残高：標準財政規模※3 の 5％以上 
◆計画項目（抜粋）

※1  使い道の決まっているお金が支出に占める割合
※2 借金の返済に充てるお金が支出に占める割合
※3 収入として見込めるお金の規模

歳入の確保
・収納率の向上
・受益者負担（使用料・手数料等）の適正化
・基金の効果的活用と効率的運用

歳出の削減
・事務事業の見直し
・総人件費の削減
・民間委託等の推進
・補助金・負担金の見直し
・第三セクター等への関与のあり方の見直し

債務の整理
・適正な公債管理

財産の運用
・財産の有効活用

2　市役所改革　～組織としての自立～
　これからの市役所は地域づくりの政策主体となり、職員は政策能力を向上させ、自治の担い手

として市民満足度を向上させるための知恵や工夫を発揮できるようにします。

◆計画項目（抜粋）　

3　市民力活性化　～自立した地域～
　地域の皆さんと協力しながらまちをつくり、協働する関係になることを目指します。 
◆計画項目（抜粋）

効率的な組織に見直します
・経営戦略会議の強化
・行政経営システムの構築
・職員数の適正化
・組織の見直し

意識・能力の高い職員を育成します
・人事制度の再構築
・研修等の実施

改善風土を根付かせます
・業務改善制度、職員提案制度の実施

行政情報を提供し、住民と共有します
・原則公開のガイドラインの策定
・組織の年次目標及び目標達成度の公表
・ホームページ、ケーブルテレビの行政
番組の充実・情報量の拡大

市民とともに考え行動します
・自治基本条例の策定
・膝詰め討論会の定期開催
・職員の市民活動への参加の推進
・協働ガイドラインの策定

市民活動の自立を支援します
・地域活動支援
・ＮＰＯ等活動支援

※「伊勢市あしたのプラン」「新市建設計画アクションプログラム」「伊勢市の財政収支見通し」「伊勢市行財政
改革大綱実施計画」は、政策課・各総合支所地域振興課・各支所および市のホームページ（http://www.city.
ise.mie.jp）でご覧いただけます。
　また、これらの進

しんちょく

捗状況については、「広報いせ」や市のホームページで定期的に公表します。
　市民参画や協働を進めるためにも、皆さんのご意見などをお待ちしています。

問い合わせ先

「伊勢市あしたのプラン」「新市建設計画アクションプログラム」について…政策課（☎�5510 ）
「伊勢市の財政収支見通し」について…財政課（☎�5529 ）
「伊勢市行財政改革大綱実施計画」について…行政改革推進課（☎�5539 ）
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第
3
回
目
の
今
回
は
、﹁
伊

勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
︵
健
康

増
進
計
画
︶﹂
の
中
か
ら
、
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
。

適
正
体
重
の
維
持（
肥
満
対
策
）

　

肥
満
は
、
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
危
険
因
子
で
あ
り
、
現
代

人
に
と
っ
て
解
消
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
き
な
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
平
成
12
年
に
「
健
康

日
本
21
」
を
策
定
し
、
平
成
22

年
に
は
、
肥
満
者(
※
）
を
男
性

15
％
、
女
性
20
％
ま
で
減
ら
す

こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
15
年
の
実
態

調
査
で
は
、
女
性
は
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
く
、
男
性
は
逆
に
29
・

5
％
ま
で
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
市
の
基
本
健
康

診
査
受
診
者
の
約
3
割
が
、
肥

満
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
⑴
参
照
）

　

そ
こ
で
市
は
、
運
動
と
食
生

活
の
両
面
か
ら
、
適
正
体
重
の

維
持
（
肥
満
対
策
）
に
取
り
組

み
ま
す
。

※
肥
満
者
と
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25

以
上
の
人
を
言
い
ま
す
。

 

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

 

気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

平
成
16
年
度
に
実
施
し
た
「
旧

伊
勢
市
民
健
康
意
識
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
日
常
生
活
の
中
で
、

週
1
回
以
上
の
運
動
を
行
っ
て

い
る
人
は
全
体
の
40
・
2
％
で
、

男
女
と
も
に
20
歳
代
・
30
歳
代

の
若
い
世
代
は
、
40
歳
以
上
の

世
代
と
比
較
し
て
運
動
習
慣
が

少
な
い
状
況
で
し
た
。

　

運
動
習
慣
が
な
い
理
由
と
し

て
、
約
半
数
の
人
が
「
多
忙
」、

約
3
分
の
1
の
人
が
「
き
っ
か

け
が
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い

ま
す
。（
グ
ラ
フ
⑵
参
照
）

　

ま
た
、
運
動
習
慣
が
な
い
人

に
、
今
後
運
動
を
す
る
と
し
た

ら
何
を
す
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
半
数
近
く
が
「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
実
践

で
き
る
健
康
法
で
す
。

　

さ
ら
に
、
肥
満
対
策
に
は
、

運
動
と
と
も
に
毎
日
の
食
生
活

も
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
肥
満
対
策
の

一
つ
と
し
て
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
」
と

「
低
カ
ロ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
食

の
献
立
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

〜重点的に取り組むこと〜
健康課（☎�2435、FAX�0683 ）

BMI（Body Mass Index）
　国際的に用いられている

肥満度の指標。【体重（㎏）÷

身長（ｍ）÷身長（ｍ）】で算出

し、25 以 上 が「肥 満」、

18.5未満が「やせ」と分類

され、22が最も病気にかか

りにくいとされています。

グラフ⑵　週１回以上の運動を行わないもしくは行えない理由

グラフ⑴　肥満者の割合
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生活習慣病　疾患別教室

教室名 と　　き 内　　　　容

高 血 圧 
予 防 教 室

11月30日㈭ 
13：30～ 16：00

・医師講演「高血圧とその予防について」 
　　講師：小野直見さん（小野循環器科・内科） 
・栄養士講話と試食「血圧を下げる食生活」

高 脂 血 症 
予 防 教 室

12月7日㈭ 
13：30～ 16：00

・医師講演 「高脂血症とその予防について」 
　　講師：遠藤太久郎さん（いせ在宅医療クリニック） 
・栄養士講話と試食「コレステロールを下げる食生活」

糖 尿 病 
予 防 教 室

12月14日㈭ 
13：30～ 16：00

・医師講演 「糖尿病とその予防について」 
　　講師：福井淳さん（ハートクリニック福井） 
・栄養士講話と試食「血糖値を下げる食生活」

● 

健
康
診
査
で
肥
満
・
高
血
圧
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
で
あ
る
、

ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
言

わ
れ
、
運
動
に
よ
る
改
善
が
必

要
な
人

● 

運
動
習
慣
の
な
い
人

内
容　

歩
き
方
の
講
習
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
健
康
増
進
効
果
の

測
定（
体
脂
肪
・
血
液
検
査
な
ど
）

※
11
月
19
日
㈰
は
、
上
記
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
ま

す
。

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
〜
10

日
㈮
に
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健

康
課
へ

共
通
項
目

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学
体
育
館
お

よ
び
そ
の
周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
（
雨
天
の
場
合
は
体

育
館
の
み
）

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

万
歩
計
、
飲
み
物
、

体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

※
運
動
が
で
き
る
服
装
・
靴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
生
か
し
た

健
康
づ
く
り

● 
お
気
に
入
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
募
集
し
、
１
０
０

選
を
選
定
し
ま
す

● 

皇
學
館
大
学
と
の
共
同
研
究

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
健
康
増

進
効
果
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ル
ー

ト
の
検
証
を
行
い
ま
す

● 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や
歩
き

方
講
習
会
を
開
催
し
、
み
ん
な

で
楽
し
く
歩
き
ま
す

低
カ
ロ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
食
の

献
立
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

● 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と

協
働
で
、
伝
統
の
味
・
郷
土
料

理
を
取
り
入
れ
た
献
立
集
を
作

成
し
ま
す

● 

イ
ベ
ン
ト
で
献
立
を
紹
介
し

ま
す

● 

食
品
を
購
入
す
る
際
に
参
考

と
な
る
よ
う
な
、
地
元
食
材
や

季
節
の
献
立
を
紹
介
し
ま
す

運
動
習
慣
が
な
い
人
へ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

と
き　

11
月
19
日
㈰
、
午
前
9

時
〜
午
後
1
時

対
象　

市
内
在
住
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
人

内
容　

歩
き
方
の
講
習
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
食
生
活
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
示

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

健
康
診
査
で

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
へ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
践
講
座

と
き　

11
月
19
日
㈰
・
12
月
10

日
㈰
・
平
成
19
年
1
月
14
日
㈰
・

2
月
12
日
㈷
・
3
月
4
日
㈰（
計

5
回
）、
午
前
9
時
〜

対
象　

市
内
在
住
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

高
血
圧
の
人
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値
の
高
い
人
へ

    

生
活
改
善
を
始
め
よ
う

　

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
生
活
を
改

善
す
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象　

健
康
診
査
な
ど
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

● 

高
血
圧
で
あ
る

● 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
高
い

● 

血
糖
値
が
高
い

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
℻
で

健
康
課
へ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
践
講
座
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あなたの市・県民税が変わります

所得税を減らし、市・県民税を同額分増やすことになります

つまり、税の負担は変わりません

「地方でできることは地方に」という方針で進められている三位一体改革の一環として、国から地方への税源移譲が行われます。

　

こ
れ
ま
で
市
・
県
民
税
は
、

所
得
に
応
じ
て
3
段
階
の
税
率

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
所
得
の
多
少
に
関

わ
ら
ず
、
一
律
10
％
の
税
率
に

変
わ
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

税
の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

市
・
県
民
税
所
得
割
の
税
率

改
正
に
伴
い
、
平
成
19
年
分
か

ら
所
得
税
の
税
率
も
見
直
さ
れ

ま
す
。

　

市
・
県
民
税
は
、
最
低
税
率

が
5
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
が
、
所
得
税
は
、
最

低
税
率
が
10
％
か
ら
5
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
最
高
税
率
が
37

％
か
ら
40
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。（
表
1
参
照
）

　

ま
た
実
際
の
税
額
は
、
人
的

控
除
（
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控

除
な
ど
）
の
差
に
対
応
し
て
減

額
さ
れ
ま
す
。（
表
2
参
照
）

表1　所得税の超過累進税率を 6段階に再編する

課　税　所　得 改正前 改正後

195万円以下
10%

5%
330万円以下 10%
695万円以下

20%
20%

900万円以下 23%
1,800万円以下 30% 33%
1,800万円超え 37% 40%

表2　市・県民税と所得税の人的控除

市・県民税 所得税 控除額の差

基 礎 控 除

33万円 38万円 5万円配 偶 者 控 除

扶 養 控 除

特定扶養控除 45万円 63万円 18万円

税
率
が
10
％
に
統
一

市・県民税の改正
課税課市民税係（☎�5534 ）

市・県民税の改正平成19年度

市・県民税の税率の統一　※税率は、県民税と市民税を合わせたものです。

●200万円以下の課税所得…税率5％
●200万円を超え 700万円以下の課税所得…税率10％
●700万円を超える課税所得…税率13％

例）課税所得が 300万円の場合
　　200万円×5％＋（300万円－200万円）×10％＝20万円

●課税所得に関わらず、一律税率10％
　※実際の市・県民税額は、このほかに

　　人的控除の差に対応して減額されます。

例）課税所得が 300万円の場合
　　300万円×10％＝30万円

※課税所得…皆さんの給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とは、この「収入」

から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。

この「課税所得」に税率を掛けたものが「税額」となります。

（県民税4％、市民税6％）
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こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
税

源
移
譲
の
前
後
で
市
・
県
民
税

人
的
控
除
の
差
に

対
応
し
た
減
額
措
置

　

人
的
控
除
（
配
偶
者
控
除
・

扶
養
控
除
な
ど
）
の
額
は
、市
・

県
民
税
と
所
得
税
と
で
異
な
る

（
表
2
参
照
）
た
め
、
同
じ
収

入
金
額
で
も
、
市
・
県
民
税
の

課
税
所
得
は
、
所
得
税
よ
り
多

く
な
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
市
・
県
民
税
の
税

率
を
5
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
た
場
合
、
所
得
税
の
税
率
を

引
き
下
げ
た
だ
け
で
は
、
税
負

担
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
々
の
納
税
者

の
人
的
控
除
の
適
用
状
況
に
応

じ
て
市
・
県
民
税
を
減
額
し
、

納
税
者
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

人
へ
の
非
課
税
措
置
が
平
成
18

年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
で
65

歳
に
達
し
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

は
、
平
成
18
年
度
分
に
つ
い
て

は
所
得
割
お
よ
び
均
等
割
の
税

額
の
3
分
の
2
を
減
額
し
ま
し

た
が
、
平
成
19
年
度
は
3
分
の

1
を
減
額
し
ま
す
。（
表
4
参

照
）

障
害
者
・
寡
婦
も
し
く
は

寡
夫
に
該
当
す
る
人

　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
で
障
害
者
・
寡

婦
も
し
く
は
寡
夫
に
該
当
す
る

人
に
つ
い
て
は
、
市
・
県
民
税

が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
は
、
こ
れ
ま

で
、
年
齢
要
件
に
よ
っ
て
市
・

県
民
税
の
非
課
税
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
上
記
の
よ
う
に
、
65

歳
以
上
の
人
へ
の
非
課
税
措
置

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

年
金
収
入
（
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
を
除
く
）だ
け
の
人
で
も
、

障
害
者
・
寡
婦
も
し
く
は
寡
夫

で
あ
る
こ
と
の
申
告
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
税
金
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
障
害
者
に
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
だ
け
で
な
く
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
で
、「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

も
含
み
ま
す
。

定
率
減
税
の
廃
止

　

定
率
減
税
と
は
、
そ
の
年
度

分
の
所
得
割
の
税
額
か
ら
一
定

の
率
で
減
額
す
る
制
度
で
す
。

　

市
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
分
か
ら
廃
止
と
な

り
ま
す
。

表3　税源移譲前後の税負担
■独身者の場合

給与収入
税源移譲前 税源移譲後 負　担

増減額所得税 市 ･ 県民税 合計 所得税 市 ･ 県民税 合計

300万円 124,000円 64,500円 188,500円 62,000円 126,500円 188,500円 0円

500万円 258,000円 163,000円 421,000円 160,500円 260,500円 421,000円 0円

700万円 474,000円 307,000円 781,000円 376,500円 404,500円 781,000円 0円

1000万円 966,000円 553,000円 1,519,000円 868,500円 650,500円 1,519,000円 0円

■夫婦と子ども 2人の場合（子ども 1人が特定扶養家族に該当する場合）

給与収入
税源移譲前 税源移譲後 負　担

増減額所得税 市 ･ 県民税 合計 所得税 市 ･ 県民税 合計

300万円 0円 9,000円 9,000円 0円 9,000円 9,000円 0円

500万円 119,000円 76,000円 195,000円 59,500円 135,500円 195,000円 0円

700万円 263,000円 196,000円 459,000円 165,500円 293,500円 459,000円 0円

1000万円 688,000円 442,000円 1,130,000円 590,500円 539,500円 1,130,000円 0円
※税源移譲による負担変動を示すものです。また、一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
　このほか、平成19年分所得税、平成19年度分市 ･ 県民税から定率減税が廃止されるなどの影響がありますのでご留意ください。

と
所
得
税
を
合
計
し
た
税
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。（
表
3
参
照
）

表4　
非課税措置廃止の経過措置

平成17年度 非課税

平成18年度 3分の 2減額

平成19年度 3分の 1減額

平成20年度 減額措置廃止

65
歳
以
上
の
人
へ
の

非
課
税
措
置
が
廃
止
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4
月
1
日
か
ら
「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
が
一
部
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
障
害
児
・
者

の
福
祉
制
度
が
変
わ
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
広
報
い
せ
」
4
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
10
月
1
日
か

ら
の
全
部
施
行
に
伴
い
、
新
た

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事

業
と
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
は
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
10
月
か
ら
、

全
国
一
律
の
基
準
に
よ
り
実
施

さ
れ
る「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

と
、
市
が
利
用
者
の
状
況
に
応

じ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
に
分

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
地
域
生
活
支
援

事
業
と
し
て
、
10
月
か
ら
次
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
障
害
児
・
者
の
地

域
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業

　

聴
覚
・
言
語
機
能
・
音
声
機

能
・
視
覚
・
そ
の
ほ
か
の
障
害

に
よ
り
、
意
思
の
伝
達
に
支
援

を
必
要
と
す
る
障
害
児
・
者
な

ど
を
対
象
に
、
手
話
通
訳
の
派

遣
や
声
の
広
報
・
点
字
広
報
の

発
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

　

創
作
的
活
動
や
生
産
活
動
な

ど
を
行
う
場
の
確
保
や
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
行
い
ま

す
。

移
動
支
援
事
業

　

自
立
支
援
給
付
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
で
、
障
害
児
・
者

が
外
出
す
る
と
き
の
移
動
を
支

障害児・者の福祉サービスの体系

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
給
付

・居宅介護（ホームヘルプ） 
・重度訪問介護 
・行動援護 
・短期入所（ショートステイ） 
・生活介護 
・施設入所支援　　など

訓
練
等
給
付

・自立訓練 
・就労移行支援 
・就労継続支援 
・共同生活援助 
　（グループホーム）

地
域
生
活
支
援
事
業

・コミュニケーション支援

・地域活動支援センター

・移動支援 
・日常生活用具の給付 
・地域生活相談支援事業 
・そのほかの日常生活支援 
　または社会生活支援

障
害
福
祉
課（
☎
�
5
5
5
8
） 

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
�
1
1
1
3
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
�
7
8
6
2
） 

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
�
0
2
3
5
）

援
し
、
障
害
児
・
者
の
自
立
生

活
や
社
会
参
加
を
促
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業

　

重
度
の
障
害
児
・
者
を
対
象

に
、
日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る

た
め
の
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

（
上
限
額
に
つ
い
て
は
、
左
ペ

ー
ジ
の
表
を
参
照
）

※
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

事
業
を
除
き
、
各
事
業
と
も
、

原
則
と
し
て
、
利
用
者
に
費
用

の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
負
担
が
増
え
過
ぎ

な
い
よ
う
、
利
用
者
負
担
額
の

上
限
額
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

事
業
お
よ
び
日
常
生
活
用
具
の

給
付
事
業
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

給
付
ま
た
は
利
用
の
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
お
よ
び
移
動
支
援
事

業
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
申
請
、
支
給
決
定

後
の
実
施
事
業
者
と
の
契
約
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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障害者相談支援センター「ブレス」

■所在地　　宮町１丁目5-20（高柳商店街内）
■連絡先　　☎⑳6525　FAX⑳6535
　　　　　　Ｅメール　breath@mie-saibi.or.jp
■開所時間

　月曜日～金曜日　　　　午前9時30分～午後6時
　土曜日・日曜日・祝日　午前9時30分～午後4時30分
　※土曜日・日曜日・祝日は、休みとなる場合があります。

地
域
生
活
相
談
支
援
事
業

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
児
ま
た
は

知
的
障
害
者
を
対
象
と
し
て
相

談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
か
ら
は
、
身
体
・

知
的
・
精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害

児
・
者
を
対
象
と
す
る
「
地
域

生
活
相
談
支
援
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
相
談

支
援
事
業
に
引
き
続
き
、
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ

ス
」
に
委
託
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
専
門
の
相
談
員
が
、
障

害
児
・
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の

相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
答
え
ま

す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
訪
問
相

談
や
巡
回
相
談
、
来
所
・
電
話

な
ど
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
相

談
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

・
障
害
児
・
者
に
対
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

・
各
種
支
援
事
業
に
つ
い
て
の

助
言
・
指
導

・
日
常
生
活
全
般
の
相
談
や
専

門
機
関
な
ど
の
紹
介

補
装
具
費
の
支
給

　

こ
れ
ま
で
の
現
物
支
給
か
ら
、

補
装
具
費
（
購
入
費
・
修
理
費
）

の
支
給
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

原
則
と
し
て
、
利
用
者
に
費

用
の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
左
表
の
と
お
り
、

利
用
者
負
担
額
の
上
限
額
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
手
続
き
方
法

　

居
宅
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

や
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）、
生
活
介
護
な
ど
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
次
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

①
相
談
・
申
請

　

障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課
に
相
談
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必
要
な
場

合
は
、申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ブ
レ
ス
」
で
も
行
い
ま
す
。

②
調
査

　

専
門
の
調
査
員
が
、障
害
児
・

者
ま
た
は
そ
の
保
護
者
と
面
接

し
、
心
身
の
状
況
や
生
活
環
境

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

③
審
査
・
判
定

　

調
査
員
に
よ
る
調
査
結
果
や
、

医
師
に
よ
る
診
断
結
果
を
基
に
、

認
定
審
査
会
が
審
査
・
判
定
を

行
い
、
障
害
程
度
区
分
（
ど
の

程
度
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
状

態
に
あ
る
か
）
を
決
定
し
ま
す
。

※
障
害
児
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
、
当
分
の

間
、
障
害
程
度
区
分
を
設
け
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
決
定︵
認
定
︶・
通
知

　

障
害
程
度
区
分
や
申
請
者
の

要
望
を
基
に
、
市
が
サ
ー
ビ
ス

の
支
給
量
な
ど
を
決
定
し
、
受

給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

⑤
事
業
者
と
の
契
約
・
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
開
始

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事
業

者
を
選
択
し
、
契
約
の
手
続
き

を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

開
始
し
ま
す
。

補装具費の支給および日常生活用具の給付に関する利用者負担額の上限額
区　　分 上限額（月額）

生活保護世帯      0円

低所得１
市民税非課税世帯であって、給付・支給決定にかかる
障害者または障害児の保護者の収入が 80万円以下の人 15,000円

低所得２ 市民税非課税世帯で、低所得１に該当しない人 24,600円

一般世帯 市民税課税世帯の人 37,200円
※障害児・者本人または世帯員のいずれかが一定所得以上（市民税所得割の納税額が
50万円以上）の場合は、補装具費の支給および日常生活用具の給付の対象外となります。
※補装具費の支給および日常生活用具の給付それぞれの上限額です。
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防災防犯課（☎�5524 ）

　

市
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
、

東
海
地
震
を
想
定
し
、
防
災
関

係
機
関
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
）
関
係

機
関
・
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
実

践
的
な
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
防
災
活
動
の
技
術

向
上
と
市
民
の
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
防

災
関
係
機
関
の
訓
練
や
誰
で
も

参
加
で
き
る
地
震
体
験
・
煙
体

験
・
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
コ
ー

ナ
ー
・
備
蓄
物
資
や
防
災
グ
ッ

ズ
の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
に
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

　

当
日
は
、
消
防
車
・
救
急
車

な
ど
の
サ
イ
レ
ン
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
音
、
発
煙
筒
の
煙
な
ど

に
よ
り
、
会
場
周
辺
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と　

き	

11
月
12
日
㈰

	

午
前
10
時
〜
11
時
50
分

 

︵
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

と
こ
ろ	

宮
川
ラ
ブ
リ
バ
ー
公
園

前回の訓練の様子

放水ポンプや消火器に
よる消火訓練

ヘリコプターによる救出訓練

負傷者の応急処置訓練 倒壊建物からの救出訓練

します
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パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報
No.6

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
⋮

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
⑳
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://skc.e-ise.net/

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス skc@

e-ise.net

	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芝
生
の
夢
倶
楽
部

（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ4コマ劇場

　

最
近
、
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
や

災
害
に
備
え
て
の
番
組
が
多
い

で
す
ね
。

　

中
央
防
災
会
議
の「
東
南
海
、

南
海
地
震
等
に
関
す
る
専
門
調

査
会
」が
出
し
た
被
害
想
定（
平

成
15
年
9
月
）
に
よ
れ
ば
、
東

海
地
震
・
東
南
海
地
震
・
南
海

地
震
が
同
時
に
発
生
し
た
場

合
、
揺
れ
に
よ
る
被
害
・
津
波

に
よ
る
被
害
と
も
わ
が
国
最
大

級
と
な
り
、
建
物
の
全
壊
が
約

90
万
棟
、
死
者
は
約
2
万
５
０

０
０
人
に
及
び
、
経
済
的
被
害

も
最
大
81
兆
円
に
上
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
番
最
近
の
大
震
災
と
い
え

ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す

が
、
こ
の
地
震
は
活
断
層
に
よ

る
も
の
で
、
プ
レ
ー
ト
型
の
東

海
地
震
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

東
海
地
震
は
、
1
分
〜
3
分

程
の
揺
れ
が
あ
り
、
被
害
の
範

囲
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
広

い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
こ
の
よ
う
な
地
震
が

起
こ
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

防
災
活
動
を
行
う
市
民
活
動

団
体
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

市
民
一
人
一
人
が
、
少
し
考
え

て
み
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

（第６回）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芝
生
の
夢
倶
楽

部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま

ち
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
1
と
し
て
、
性
別

や
世
代
を
超
え
た
地
域
密
着
型

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
2
で
は
、
誰
も
が

楽
し
め
る
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
芝
生
に
よ
っ
て
、

こ
の
温
暖
で
自
然
豊
富
な
伊
勢

に
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来

て
い
た
だ
く
よ
う
な
新
た
な
魅

力
を
築
き
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

〝
に
ぎ
わ
い
〞
を
生
み
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
主
に
「
プ

レ
ー
す
る
・
応
援
す
る
・
参
加

す
る
」
と
い
う
人
の
心
に
大
き

な
感
動
を
生
む
、
3
つ
の
要
素

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
地
元
の
社
会
人
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
伊
勢
Ｐ
ペ

Ｅ
Ｒル

Ｓ
ソ

Ｏ
Ｎ
ナＮ
Ａ
・
Ｆエ
フ
シ
ーＣ
」
を
傘
下

に
収
め
て
運
営
し
、
こ
の
大
き

な
夢
の
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
伊
勢
の
人
々
の
心

に
、
こ
の
3
つ
の
要
素
が
響
き

渡
る
よ
う
、
選
手
ら
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
何
事
に
も
屈
せ

ず
突
き
進
ん
で
き
た
私
た
ち
の

熱
い
思
い
に
、
８
０
０
人
を
超

え
る
個
人
会
員
や
、
90
社
近
く

に
も
上
る
企
業
が
賛
同
し
、
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ア
イ
テ
ィ
ー
ビ

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
＋
12
」（
毎

月
1
週
間
放
送
）
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.shibay

um
e.com

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
輪

を
も
っ
と
も

っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

伊勢 PERSONNA.FC

ド
ー
ゼ
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資
源
循
環
課

（
☎
�
５
５
４
３
）

人権政策課

（☎�5546）

み
ん
な
で
参
加

人
権
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

〜
「
伊
勢
市
人
権
尊
重
条
例
」の
は
な
し
〜

　

9
月
号
で
は
「
伊
勢
市
人
権

尊
重
都
市
宣
言
」
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
「
伊
勢
市
人
権
尊
重
条
例
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
人
権
尊
重
条
例
」
と
い
う

と
、
い
か
め
し
い
と
か
、
難
し

そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

で
は
、
ち
ょ
っ
と
簡
単
に
紹

介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
条
例
は
、「
人
権
尊
重

都
市
宣
言
」
の
理
念
を
具
体
的

な
も
の
に
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
市
と
市
民
の
責

任
や
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
権

施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
責
任
と
し
て
は
、
人
権

施
策
の
総
合
的
・
計
画
的
な
実

施
と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
、

そ
し
て
、
市
行
政
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
人
権
尊
重
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
の
策
定
と

実
施
に
努
め
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
人
権
を
尊
重
し
合

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し

合
う
こ
と
や
、
市
の
啓
発
事
業

な
ど
へ
の
協
力
、
そ
し
て
、
市

と
市
民
が
一
緒
に
「
人
権
尊
重

の
ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
市
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
者
や

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
守
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
体
制
の
充
実
と
推
進

に
努
め
、
市
長
は
人
権
施
策
の

効
果
的
な
推
進
の
た
め
、
基
本

的
な
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
方
針
に
つ
い
て
の

重
要
な
事
項
の
調
査
や
審
議
を

行
い
、
執
行
機
関
に
意
見
を
述

べ
る
機
関
と
し
て
、
市
民
や
知

識
・
経
験
が
あ
る
人
で
構
成
す

る
審
議
会
を
置
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

条
例
で
す
の
で
法
律
用
語
が

入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に

難
し
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
た
り
前

の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

人
権
は
、
こ
こ
か
ら
こ
こ
ま

で
と
い
う
線
を
引
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
権
の
考

え
方
は
、
常
に
発
展
・
変
化
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
「
人
権

尊
重
の
ま
ち
」
が
実
現
で
き
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。み
ん
な
が
、

心
の
ど
こ
か
で
「
人
権
」
を
意

識
し
な
が
ら
働
き
、
生
活
し
、

社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
人
権
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
み
ん
な
が
参
加
し
て

こ
そ
実
現
す
る
も
の
で
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
販
売

　

レ
ジ
袋
の
削
減
を
目
的
に
、

伊
勢
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ

グ
を
販
売
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
人

規
格　

縦
30
㎝
×
横
40
㎝
×
ま

ち
25
㎝
、
保
冷
機
能
付
き

販
売
数　

約
３
０
０
０
個
（
先

着
順
）

金
額　

８
０
０
円

販
売
期
間　

平
成
19
年
3
月
30

日
㈮
ま
で

販
売
窓
口　

資
源
循
環
課
・
各

総
合
支
所
生
活
環
境
課

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
助
成
金

　

生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
す
る
場
合
、
購
入

費
の
2
分
の
1
（
上
限
額
3
万

円
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
種
類　

コ
ン
ポ
ス

ト
型
、
Ｅ
Ｍ（
ボ
カ
シ
）型
、
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
（
微
生
物

分
解
方
式
・
乾
燥
方
式
な
ど
）

申
し
込
み　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
領
収
書
を
添
え

て
、
資
源
循
環
課
・
各
総
合
支

所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
の
い

ず
れ
か
へ

再
生
資
源
回
収
事
業
奨
励
金

　

自
治
会
・
子
供
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
が
実
施
す
る
資
源
物
の
廃

品
回
収
に
対
し
、
1
㎏
当
た
り

6
円
（
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
の

場
合
は
3
円
）
の
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
奨
励
金
の
交
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
団
体

登
録
書（
新
規
登
録
団
体
の
み
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
品
目　

新
聞
、
雑
誌
類
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
缶
、
ス
チ
ー
ル

缶
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
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月日 時刻 月日 時刻

        
11月5日㈰

16：28
 平成19年     
  1月3日㈬

16：19

　　6日㈪ 17：08 　 4日㈭ 17：25
　　7日㈫ 17：56 　 5日㈮ 18：31
12月5日㈫ 16：34 　 6日㈯ 19：34
　　6日㈬ 17：33 2月2日㈮ 17：20
　　7日㈭ 18：38 　 3日㈯ 18：22

課
税
課
市
民
税
係

（
☎
�
５
５
３
４
）

第
８
回

キャンペーン期間　10月1日㈰〜平成19年3月31日㈯

みんなで盛り上げよう！！

伊勢志摩キャンペーン

第３回

観光政策課（☎�5565）

　

11
月
は
、
西
条
だ
ん
じ
り
・

自
然
公
園
大
会
な
ど
、
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
伊
勢

志
摩
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
伊
勢

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

里
帰
り
伊
勢
音
頭
全
国
大
会

　

伊
勢
音
頭
ま
た
は
伊
勢
音
頭

系
の
唄
か
ら
派
生
し
た
唄
な
ど

を
「
過
去
・
現
在
・
未
来
」
に

分
け
、
伊
勢
音
頭
に
時
代
考
証

を
交
え
た
演
出
を
行
う
大
会
で
、

全
国
か
ら
約
25
〜
30
チ
ー
ム
・

約
３
０
０
人
が
出
演
し
ま
す
。

と
き　

11
月
26
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
4
時　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

入
場
料　

１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

里
帰
り
伊
勢
音
頭
全
国
大
会
実

行
委
員
会（
☎
�
７
６
０
２
）

夫
婦
岩
の
満
月
の
﹁
月
の
出
﹂

　

夏
至
の
こ
ろ
に
、
夫
婦
岩
の

間
か
ら
昇
る
朝
日
は
有
名
で
す

が
、
10
月
〜
2
月
の
満
月
の
こ

ろ
に
は
、
夫
婦
岩
の
間
か
ら
月

の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

二
見
浦
観
光
協
会
（
☎
�
２
３

３
１
）・
二
見
総
合
支
所
地
域

振
興
課（
☎
�
１
８
３
２
）

問い合わせ先：伊勢志摩観光コンベンション機構内・
伊勢志摩キャンペーン実行委員会事務局（☎�0800 ）
※キャンペーンの詳しい情報は、ホームページ（http://www.  
    umashi-kuni.jp/）でご覧ください。

※「月の出」の時刻は、およその時刻です。

Ｑ
．
い
く
ら
ま
で
な
ら
扶
養
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
．
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下

の
人
で
す
。

　

な
お
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は

扶
養
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

で
す
。

● 

納
税
者
の
配
偶
者
ま
た
は
親

族
（
6
親
等
内
の
血
族
ま
た
は

3
親
等
内
の
姻
族
）で
あ
る

● 

納
税
者
と
生
計
を
一
に
し
て

い
る

● 

所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で

あ
る

● 

ほ
か
の
人
の
扶
養
親
族
や
事

業
専
従
者
に
な
っ
て
い
な
い

　

平
成
18
年
度（
平
成
17
年
）分

の
扶
養
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除　

編

か
ど
う
か
は
、
平
成
17
年
12
月

31
日
現
在
の
状
況
に
よ
り
判
定

し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
の
親
族
が
死
亡

し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
判

定
し
ま
す
。

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
・
老
人

扶
養
親
族

　

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
親
族
の
う
ち
、
70
歳
以
上
の

人
（
昭
和
11
年
1
月
1
日
以
前

生
ま
れ
の
人
）

同
居
老
親
等

　

老
人
扶
養
親
族
の
う
ち
、
納

税
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
の
直

系
尊
属（
父
母
・
祖
父
母
な
ど
）

で
、
同
居
し
て
い
る
人

同
居
特
別
障
害
者

　

特
別
障
害
者
で
あ
り
、
納
税

者
と
同
居
し
て
い
る
人

特
定
扶
養
親
族

　

扶
養
親
族
の
う
ち
、
16
歳
〜

22
歳
の
人
（
昭
和
58
年
1
月
2

日
〜
平
成
2
年
1
月
1
日
生
ま

れ
の
人
）

配偶者控除の金額
同居特別障害者である人 左記以外の人

一般の控除対象配偶者 560,000円 330,000円
老人控除対象配偶者 610,000円 380,000円

扶養控除の金額
同居特別障害者である人 左記以外の人

一般の扶養親族 560,000円 330,000円
特定扶養親族 680,000円 450,000円

老人扶養親族 同居老親等以外の人 610,000円 380,000円
同居老親等 680,000円 450,000円

「月の出」の時刻

平成18年　
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健
康
課 

︵
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
︶

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

︵
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
︶

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

︵
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
︶

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

︵
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
︶

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

︿
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹀

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
き　

12
月
9
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
初
妊
婦
と
夫

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
子

育
て
・
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
諸
制
度
の
お
話
、
沐も
く

浴よ
く

実
習
、
お
父
さ
ん
の
た
め
の

妊
婦
模
擬
体
験
な
ど

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

離
乳
食
教
室

と
き　

11
月
16
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

　

う
つ
病
の
症
状
や
早
期
発
見

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

次
の
と
お
り
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

11
月
9
日
㈭
、
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

講
演
「
う
つ
病
に
つ
い

て
」
松
崎
ま
み
さ
ん
（
精
神
科

医
師
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
教
室

〜
う
つ
病
を
知
ろ
う
〜

乳
が
ん
検
診

と
き　

11
月
22
日
㈬
、
午
前
9

時
〜
10
時
・
午
後
1
時
〜
2
時

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー 子

宮
が
ん
検
診

と
き　

11
月
22
日
㈬
、
午
後
1

時
〜
2
時

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容　

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

料
金　

８
０
０
円（
当
日
持
参
、

70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

定
員　

30
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
℻
で

健
康
課
へ

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

　

高
齢
者
が
、
い
つ
ま
で
も
介

護
を
必
要
と
せ
ず
、
自
分
ら
し

く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
自
分
の
健
康
を

自
分
で
守
る
た
め
の
心
掛
け
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
16
日
㈭
、
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

講
演
「
介
護
予
防
の
た

め
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
」
遠

藤
太
久
郎
さ
ん
（
い
せ
在
宅
医

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

定
員　

50
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
℻
で

健
康
課
へ

対
象　

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員　

各
40
人
（
先
着
順
）

料
金　

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

※
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能

性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・

高
齢
者
口
腔
総
合
健
康
診
査

の
実
施
医
療
機
関
を
追
加

◆
新
規
医
療
機
関

伊
勢
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
（
小
木

町
、
☎
�
２
２
６
４
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
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　＜問い合わせは、各会場（二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは御薗総合支所福祉健康課）へ＞

内　　容 月　日 時　間 ところ 対象

子育て相談

11 月 7 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00
11 月 14 日 ㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

11 月 21 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

11 月 22 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

11 月 28 日 ㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人健康相談

11 月 1 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

市内在住の人
11 月 2 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

11 月 14 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

11 月 16 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 11 月 2 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

■そのほか　＜問い合わせは、伊勢保健福祉事務所：伊勢保健所（☎�5148 ）  へ＞

内　　容 と　　き

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（11月14日、17：30～ 19：00）

こころの健康相談（要予約） 11月30日㈭、13：00～ 15：00

■各会場で行うもの

ヘルスメイト料理講習会

と　き と　こ　ろ

11月14日㈫
9：30～ 13：00 小俣保健センター

11月18日㈯
9：30～ 13：00

福祉健康センター

西コミュニティセンター

11月22日㈬
9：30～ 13：00 福祉健康センター

11月24日㈮
9：30～ 13：00 ハートプラザみその

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内科 
小児科

内科医師

日曜日・祝日 
1 ／ 1 ～ 1 ／ 3

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内科 
小児科

内科医師 
小児科医師

歯科 歯科医師

夜間 
19：30～ 22：00

内科 
小児科

内科医師 
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）
※この診療所では、地域の医師などが連携し、交代で出務することにより、診療体制
　が確保されています。

11月の主な相談など

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
貸
し
出
し

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
突
然
心
臓
が
停

止
し
た
傷
病
者
に
対
し
、
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正

常
な
状
態
に
戻
す
医
療
機
器
で

す
。

　

医
療
従
事
者
の
ほ
か
に
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
す
る
、
地
域
で

の
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
、
一
時
的
に
必
要
な
と
き

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。

対
象　

複
数
の
市
民
を
集
め
て
、

一
時
的
に
開
催
す
る
行
事
な
ど

を
主
催
す
る
人

台
数　

1
行
事
に
つ
き
1
台

条
件　

行
事
開
催
中
は
、
医
師

ま
た
は
心
肺
蘇
生
処
置
の
講
習

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を
含
む
）

を
修
了
し
た
人
が
会
場
に
常
駐

し
て
い
る
こ
と

※
講
習
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
、

消
防
本
部
消
防
課
（
☎
�
１
２

１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み　

貸
し
出
し
希
望
日

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

高
齢
者
の
低
栄
養
予
防

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
当
日
持
参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

11
月
1
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

の
前
月
の
1
日
以
降
に
、
貸
付

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
健
康
課
へ

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

応
急
診
療
所
の
た
め
、
症
状

な
ど
に
よ
っ
て
は
、
2
次
病
院

な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
右
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
☎
�
１
１
９
９
、
24
時
間

受
け
付
け
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
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●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日 ●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

■古雑誌・古本リサイクルフェア
　図書館で古くなった雑誌や、家庭で不用になった本
のリサイクルをします。
　詳しくは、同館へ問い合わせてください。
と　き 11月4日㈯～5日㈰、午前11時～午後3時
 （雑誌・図書が無くなり次第終了）
ところ 2階・ホール
募　集 11月3日㈷までに、家庭で不用になった本（百
科事典・美術全集などを除く）を募集します。
　同館カウンターへ持参してください。

■おはなし会
● 赤ちゃんおはなし会　11月9日㈭、午前11時～
● たんぽぽおはなし会　11月11日㈯、午後3時～
● ピッポの会・紙芝居　11月19日㈰、午前10時30分～
● 図書館おはなし会　11月25日㈯、午後3時～
※場所は、1階おはなしのへやです。

■上映会
と　き 11月18日㈯、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「ハローキティのみんなの森を守れ」

■ギャラリー展示
● 東方展「私の好きな言葉－書道・篆

てんこく

刻」
と　き　11月15日㈬～20日㈪、午前9時～午後7時
（初日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
※場所は 2階です。

■新刊案内
＜一般書＞
● イカリ少年がもらった奇跡の手紙　お医者さんの道
を選んだ病室での 8年間

● 脳にすぐ効く 30秒ストレッチ 
● 働くママの超かんたんレシピ　アッという間に 3品
できる！

● 彼女のこんだて帖
● 夜行快速（ムーンライト）えちご殺人事件
＜児童書＞
● 積みすぎた箱舟
● Ｍｒ．マリックのちょい魔術
● 恐竜の離婚　変わっていく家族のために
● びくびくビリー

伊勢図書館　☎ 21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎ 29-3900　FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日
と　き 11月12日㈰、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「マルセ太郎　スクリーンのない映画館　泥の河」

■講演会
と　き 11月19日㈰、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「わかりやすい式年遷宮」
講　師 石垣仁久さん（神宮司庁広報室広報課係長）

■写真展
と　き 11月7日㈫～19日㈰
ところ 2階・展示ホール
内　容 「御木曳が町をつなぐ～伊勢・式年遷宮～」 
 ※ＮＨＫ番組「金とく」で 7月14日に放送 
 された番組のスチール写真を展示します。

■読書感想画を募集
募集期間　11月1日㈬～14日㈫
展示期間　11月22日㈬～12月3日㈰
展示場所　2階・展示ホール
※画用紙は、同館カウンターで配布します。

■施設利用抽選会（平成19年1月～3月分）
と　き 11月7日㈫、午前10時～（受け付けは午前9時50分～）
ところ 2階・視聴覚室

■新刊案内
＜一般書＞
● トンボ玉（家庭ガラス工房）
● 地震の時の料理ワザ　グラっと来てもあわてない！
● 薬は体に何をするか　「あの薬」が効くしくみ…
● 布をチクチク、はんこでペタペタ。
● チェーホフを楽しむために 
＜児童書＞
● 多数決とジャンケン　ものごとはどうやって決まっ
ていくのか

● できるよ！とびばこ、さか上がり 
● はたらくくるまみちをつくる
● つりはもういいんだけどな、パパ！
● ベネチア人にしっぽがはえた日

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時

図書館だより

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

（11月）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

（11月）
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市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課
（
☎
�
５
５
９
６
・
�
５
５
９
７
）

　

市
は
、
現
在
空
き
家
と
な
っ
て
い
る

市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入

居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅　

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
資
格　

次
の
項
目
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と

市
営
住
宅

● 

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る

● 

夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）
ま
た
は
親

子
を
主
体
と
し
、
同
居
予
定
家
族
が
あ

る
（
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
な
ど
政
令

で
定
め
る
人
を
除
く
）

● 

市
区
町
村
税
完
納
者
で
あ
る

● 

収
入
基
準
月
額
が
20
万
円
以
下
（
高

齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者
世
帯
は
26
万

８
０
０
０
円
以
下
）
で
あ
る

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

● 

夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）
ま
た
は
親

子
を
主
体
と
し
、
同
居
予
定
家
族
が
あ

る
（
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
な
ど
政
令

で
定
め
る
人
を
除
く
）

● 

市
区
町
村
税
完
納
者
で
あ
る

● 

収
入
基
準
月
額
が
20
万
円
以
上
60
万

１
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

申
し
込
み
方
法　

11
月
6
日
㈪
〜
15
日

㈬
に
、
入
居
申
し
込
み
用
紙
（
11
月
1

日
㈬
か
ら
同
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、
同

課
へ

● 

平
成
17
年
分
所
得
証
明
書
（
市
区
町

村
発
行
の
も
の
）

● 
入
居
世
帯
員
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
本
籍
・
続
柄
記
載
の
も
の
）

● 

市
区
町
村
税
完
納
証
明
書

● 

そ
の
ほ
か
市
が
必
要
と
す
る
書
類

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人
が
2
人

必
要
で
す
。

市営住宅　【家賃月額については、所得などにより異なりますので、同課へ問い合わせてください】

団地名（所在地） 構造（※） 部屋数 建設年度 浴槽 給湯 トイレ 駐車場 空家数

中　　村 （中村町桜が丘） 中耐4
3DK（1階）

S47 無 無 水洗 有料（1台）
1

3DK（2階） 1
3DK（4階） 1

倭　　Ｂ （倭町） 中耐4 3DK（4階） S57 有 有 水洗 有料（1台） 1
倭　　Ｃ （倭町） 中耐5 3DK（5階） S60 有 有 水洗 有料（1台） 1
浦　　口 （浦口４丁目） 中耐3 2DK（2階） H5 有 有 水洗 有料（1台） 1

大　　湊 （大湊町）
簡 2 2DK S48 無 無 くみ取り 団地で管理 1

中耐3
3DK（1階）

S48 無 無 水洗 団地で管理
1

3DK（3階） 1

　 旭 （旭町） 中耐3
2DK（2階）

H10 有 有 水洗 有料（1台）
1

3DK（2階） 1

西 豊 浜  （西豊浜町）
中耐3 3DK（3階） S52

無 無 水洗 団地で管理
1

簡 2 2DK S53 2

粟　　野 （粟野町）
簡 平 2K S43

無 無 くみ取り なし
1

簡 2 2DK S45 1
朝熊第2 （朝熊町） 簡 平 3K S52 無 無 くみ取り 有料（1台） 1
朝熊第3 （朝熊町） 簡 2 3DK S59 無 無 くみ取り 有料（1台） 1
五十鈴川 （二見町西） 簡 2 3DK S59 無 無 水洗 団地で管理 1

計 19

特定公共賃貸住宅　（中堅所得者層の居住の用に供するため、地方公共団体が供給する優良な賃貸住宅）

団地名（所在地） 構造 部屋数 建設年度 浴槽 給湯 トイレ 駐車場 空家数

旭 （旭町） 中耐3 3ＤＫ H11 有 有 水洗 有料 (1台） 4
※簡平…簡易耐火平屋建、簡2…簡易耐火2階建、中耐3…中層耐火3階建、中耐4…中層耐火4階建、中耐5…中層耐火5階建

【家賃月額：63,000円】
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募
集
住
宅　

仲
林
マ
ン
シ
ョ
ン
正
邦
苑

竹
ヶ
鼻
（
竹
ヶ
鼻
町
１
９
８
）

住
宅
内
容　

耐
火
5
階
建
構
造
（
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
・
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、

内
装
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
の
賃
貸
住

宅
（
1
Ｄ
Ｋ
、
床
面
積
43
・
22
㎡
、
家

賃
月
額
7
万
５
０
０
０
円
、
敷
金
は
家

賃
の
3
カ
月
分
）

空
き
家
数　

1
戸
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み
資
格　

60
歳
以
上
の
単
身
世

帯
・
夫
婦
世
帯
・
親
族
な
ど
の
同
居
世

帯
（
夫
婦
世
帯
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か

が
60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
）

申
し
込
み
方
法　

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
、

社
会
福
祉
法
人
慈
恵
会
（
☎
�
１
８
０

０
）
へ

※
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
家
賃
の
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課
（
☎
�
5
5
9
6
）

職
種　

①
正
看
護
師
、
②
准
看
護
師
、

③
管
理
栄
養
士
、
④
臨
時
介
護
職
員

募
集
人
数　

①
②
④
若
干
名
、
③
1
人

老
人
ホ
ー
ム
高
砂
寮
の

職
員
を
募
集

老
人
ホ
ー
ム
高
砂
寮
（
☎
�
１
０
４
５
）

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

も
の
づ
く
り
講
演
会

商
工
政
策
課
（
☎
�
５
５
６
８
）

と
き　

11
月
15
日
㈬
、
午
後
7
時
〜
9
時

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・
4
階
中

ホ
ー
ル

対
象　

企
業
関
係
者
、
事
業
転
換
を
考

え
る
事
業
主
、
創
業
希
望
者
な
ど

も
の
づ
く
り
大
学
技
術
講
座

工
芸
指
導
所
（
☎
�
４
３
９
７
）

と
き　

11
月
10
日
㈮
、
午
後
6
時
〜

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・
4
階
中

ホ
ー
ル

対
象　

企
業
に
勤
務
し
て
い
る
人

内
容　

「
廃
プ
ラ
（
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ

：

繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
溶
解
技
術
と

リ
サ
イ
ク
ル
化
に
つ
い
て
」
佐
野
慶
一

郎
さ
ん
（
静
岡
県
立
大
学
環
境
科
学
研

究
所
）

定
員　

50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
所
へ

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

防
災
に
役
立
つ

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

市
民
参
画
交
流
課（
☎
�
５
５
１
３
）

三
重
県
伊
勢
県
民
セ
ン
タ
ー（
☎
�
５
１
１
８
）

　

県
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

防
災
に
役
立
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
2
日
㈯
、
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分（
集
合
は
午
前
10
時
、

小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

鳥
羽
市
立
鳥
羽
東
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み　

11
月
6
日
㈪
か
ら
、
郵
送
・

FAX
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
516

－

8566
勢
田
町
６
２
２
、FAX
�
５
２
５
１
、

ア
ド
レ
スikenm

in@
pref.m

ie.jp

）へ

二
見
浦
・
浦
う
ら
談
義

（
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

賓
日
館
（
☎
�
2
0
0
3
）

と
き　

11
月
3
日
㈷
、
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
（
開
場
は
午
後
1
時
）

と
こ
ろ　

賓
日
館

内
容　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
も
の

参
加
費　

３
０
０
円（
入
館
料
を
含
む
）

試
験
日
程　

後
日
、
応
募
者
に
連
絡
し

ま
す

給
与
な
ど　

わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設

組
合
の
給
与
条
例
に
基
づ
き
支
給
し
ま

す
（
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
）

応
募
方
法　

11
月
20
日
㈪
ま
で
に
、
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
同
寮
へ

※
③
は
、
概
ね
35
歳
ま
で
で
、
平
成
19

年
1
月
ま
た
は
2
月
か
ら
勤
務
が
可
能

な
人
。④
は
、概
ね
55
歳
ま
で
の
人
。（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
夜
間
勤
務
が
可
能
な

人
）

内
容　

講
演
「
ベ
ビ
ー
ス
タ
ー
ラ
ー
メ

ン
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
・
ヒ
ッ
ト
商
品
の

開
発
」
河
村
朗
子
さ
ん
・
徳
田
忠
幸
さ

ん
（
株
式
会
社
お
や
つ
カ
ン
パ
ニ
ー
開

発
部
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

雇
用
対
策
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
・
４
１
・
５
４
４
１
）
へ

伊
勢
楽
市

㈳
伊
勢
市
観
光
協
会
内
・
伊
勢
楽
市
実
行
委
員
会

（
☎
�
3
7
0
5
）

　

伊
勢
志
摩
地
域
の
特
色
あ
る
名
産
品
・

海
産
物
・
農
産
物
な
ど
の
地
場
産
品
が

一
堂
に
集
ま
る
伊
勢
楽
市
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

神
宮
参
道
（
伊
勢
市
駅
前
〜

外
宮
周
辺
）
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平家の里ふれあい事業

陶芸体験

観光政策課内・平家の里ふれあい
事業推進実行委員会（☎�5566）

と
き　

11
月
25
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
矢

持
町
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
容　

陶
芸
体
験
（
器
づ
く
り
）

講
師　

川
西
泰
二
郎
さ
ん

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
し
込
み　

11
月
15
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
同
委
員
会
へ

美
し
い
景
観
を
創
る
・

伊
勢
志
摩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
�
５
５
１
１
）

と
き　

11
月
24
日
㈮
、
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

『
伊
勢
志
摩
の
美
し
い
景
観
を

目
指
し
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
自
然
豊
か

な
伊
勢
志
摩
地
方
の
景
観
・
ま
ち
な
み

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

● 

基
調
講
演
「
観
光
都
市
伊
勢
志
摩
の

課
題
（
仮
題
）」
村
尾
成
文
さ
ん
（
㈳
国

際
観
光
施
設
協
会
会
長
）

● 

基
調
対
談
「
日
本
人
の
美
意
識
と
ま

ち
づ
く
り
（
仮
題
）」
伊
藤
滋
さ
ん
（
早

稲
田
大
学
特
命
教
授
）、
浜
田
益
嗣
さ

ん（
伊
勢
商
工
会
議
所
会
頭
）

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
伝
え

た
い
、
美
し
い
伊
勢
志
摩
を
！
」
森
野

美
徳
さ
ん
（
都
市
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、

岡
田
登
さ
ん
（
皇
學
館
大
学
教
授
）、

村
尾
成
文
さ
ん
、山
田
桂
一
郎
さ
ん
（
Ｊ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表
）

定
員　

３
７
８
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
・
FAX
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
FAX
�
５

５
２
２
、
ア
ド
レ
ス  m

atisui@
city.

ise.m
ie.jp

）
へ

と
き　

12
月
3
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
11

時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

御
幸
道
路
（
内
宮
〜
外
宮
間
）

※
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
増
田
明

美
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

交
通
規
制　

当
日
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

で
は
、
交
通
規
制
（
時
間
に
よ
っ
て
通

行
止
め
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

人
権
・
平
和
・
環
境
展

浜
郷
支
所
内
・
浜
郷
学
区
同
和
教
育
推
進
連
絡

協
議
会
（
☎
�
４
８
８
０
）

と
き　

11
月
3
日
㈷
、
午
前
9
時
〜
午

後
3
時

と
こ
ろ　

浜
郷
小
学
校
・
1
階
教
室

内
容　

人
権
・
平
和
・
環
境
に
関
す
る

資
料
や
写
真
の
展
示

お
伊
勢
さ
ん
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
と
交
通
規
制

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
・
お
伊
勢
さ
ん

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
5
6
2
4
）

11
月
9
日
㈭
〜
15
日
㈬
は

全
国
火
災
予
防
運
動

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
�
１
２
６
８
）

　

防
火
意
識
の
高
揚
と
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ふ
た
み
文
化
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

教
育
委
員
会
二
見
分
室
（
☎
�
1
1
1
6
）

二
見
公
民
館
（
☎
�
1
1
1
7
）

　

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ふたみ文化フェスティバル
月　日 場　所 内　　容

11月3日㈷ 二見生涯学習センター ●俳句大会（11：00～ 16：00）

11月4日㈯
二 見 公 民 館

●少年の主張発表会（9：30～ 12：00）
●紙芝居（13：00～ 14：00） 
●点心クッキング（13：00～ 15：00）

二見生涯学習センター ●映画〔「日本昔ばなし」ほか〕（14：15～ 16：15）
二 見 グ ラ ウ ン ド ●グラウンドゴルフ大会（9：00～ 12：00）

11月5日㈰
二 見 公 民 館 ●芸能大会（10：00～ 16：00）
二見公民館前広場 ●体験コーナー・フリーマーケット（10：00～ 14：00）
二 見 体 育 館 ●お茶席（10：00～ 15：00）

11月4日㈯
　～ 6日㈪ 二 見 体 育 館

●美術展覧会
（4日・5日…9：00～18：00、6日…9：00～15：00）

　

伊
勢
志
摩
地
域
の
特
色
あ
る
名
産
品
・

海
産
物
・
農
産
物
な
ど
の
地
場
産
品
が

一
堂
に
集
ま
る
伊
勢
楽
市
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

神
宮
参
道
（
伊
勢
市
駅
前
〜

外
宮
周
辺
）

増田　明美さん
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馬瀬町内会

一色町自治会

明
る
い
選
挙
推
進
運
動

白
ば
ら
の
集
い

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
５
６
３
５
）

と
き　

11
月
20
日
㈪
、
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北

館（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）・
2
階
ホ
ー
ル

内
容

● 

講
演
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」
西

川
陽
介
さ
ん
（
津
地
方
検
察
庁
伊
勢
支

税
金
展

伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会
（
☎
�
５
１
５
５
）

課
税
課
税
務
係
（
☎
�
5
5
3
0
）

と
き　

11
月
10
日
㈮
・
11
日
㈯
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
（
11
日
㈯
は
午
後
4

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
1
階
は
あ
と
広
場

（
小
木
町
）

内
容　

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
、

小
・
中
学
生
の
作
品
展
示
、
無
料
税
務

相
談
な
ど

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
☎
�
５
５
４
９
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

18
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
色
町
自
治
会　

能
楽
楽
器
購
入

馬
瀬
町
内
会　

放
送
設
備
整
備

三
重
県
交
通
災
害
共
済
に

ご
加
入
を

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
�
5
5
9
3
）

二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
�
1
1
1
1
）

小
俣
総
合
支
所
生
活
環
境
課
（
☎
�
7
8
6
1
）

御
薗
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
�
0
2
3
5
）

　

三
重
県
交
通
災
害
共
済
は
、
三
重
県

が
事
業
主
体
の
任
意
保
険
で
す
。

　

万
一
の
と
き
に
備
え
、
皆
さ
ん
が
お

互
い
に
助
け
合
う
共
済
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
加
入
申
込
書
は
、
11

月
上
旬
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
昨
年
度
よ
り
、
地
区
連
絡
員
に

食
品
表
示
１
１
０
番

東
海
農
政
局
三
重
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
☎
松
阪
0
5
9
8
・
5
2
・
1
5
1
1
）

　

食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

食
品
の
表
示
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

三
重
農
政
事
務
所︵
表
示
・
規
格
課
︶

☎
津
０
５
９
・
２
２
８
・
３
１
５
３

三
重
県︵
農
水
産
物
安
全
室
︶

☎
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
９
７

11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰
は

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
津
0
5
9
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

と
き　

11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰
、
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
7
時
30
分（
土
曜
日
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

よ
る
加
入
申
込
書
の
配
布
・
掛
け
金
の

預
か
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
お

近
く
の
受
け
付
け
窓
口
で
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
掛
け
金
を
添
え
て
、
同
課
・

各
総
合
支
所
・
各
支
所
・
申
込
書
の
裏

面
に
記
載
し
て
あ
る
各
金
融
機
関
へ

掛
け
金　

1
人
に
つ
き
年
額
５
０
０
円

見
舞
い
金　

最
高
１
２
０
万
円

石
綿
救
済
法

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
は

お
早
め
に

三
重
労
働
局
（
☎
津
0
5
9
・
2
2
6
・
2
1
1
0
）

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
�
2
1
6
4
）

　

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
」（
石
綿
救
済
法
）
が
、

平
成
18
年
3
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を

受
け
た
人
や
そ
の
遺
族
の
迅
速
な
救
済

を
図
る
も
の
で
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
遺
族
給
付
金

支
給
対
象　

平
成
13
年
3
月
26
日
以
前

に
、
石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾
病

に
よ
り
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
で
、

時
効
に
よ
り
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の
支
給
を
受

け
る
権
利
が
消
滅
し
た
人

■
労
災
保
険
給
付
金

支
給
対
象　

平
成
13
年
3
月
27
日
以
降

に
、
業
務
に
よ
る
石
綿
ば
く
露
を
原
因

と
す
る
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
労
働
者

の
遺
族

部
統
括
検
務
官
）

● 

選
挙
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
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10
月
１
日
㈰
か
ら

三
重
県
の
最
低
賃
金
が

時
間
額
６
７
５
円
に
引
き
上
げ

三
重
労
働
局
賃
金
室

（
☎
津
0
5
9
・
２
２
６
・
２
１
０
８
）

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
�
２
１
６
４
）

　

三
重
県
の
最
低
賃
金
の
時
間
額
が
、

現
行
の
６
７
１
円
か
ら
６
７
５
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働

者
（
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
者
な

ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
労
働
者
は
除
き
ま
す
。

「みて・きいて伊勢」

環境政策課（☎�5542 ）

食　事

飲み物・食べ物を残さないようにする。
残したら料理などに利用する。

■家庭でできる生活排水対策

■勢田川水質調査結果

（アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル）

■ニュース　※毎日午後7時更新
■リポート（企画番組） ※毎週日曜日午後7時以降更新
■ミニコーナー（情報番組） 　※随時更新
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前6時
～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまとめ
て放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎�5515 ）

コミュニティチャンネル

（アナログ 10 チャンネル）

■特集（11月）
伊勢市合併　１年を振り返って

■お知らせ

10 ／ 30～11 ／ 5
● 西条のだんじりと

  自然公園大会
● 介護予防講演会の案内

11 ／ 6～12
● このごみ、何ごみ？

11 ／ 13～19
● 女性に対する暴力の防止について

11 ／ 20～26
（未定）

11 ／ 27～12 ／ 3
● 人権週間のお知らせ

　
■市民活動ニュース「おいないパルティ」　

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。

（アナログ 21 チャンネル）

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン
ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情

報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。
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■発行／伊勢市　■編集／総合政策推進部秘書広報課
〒516-8601　伊勢市岩渕1丁目7番29号　
（広報広聴係）☎0596-21-5515　FAX0596-22-9699
URL　http://www.city.ise.mie.jp　Ｅメール　ise-koho＠city.ise.mie.jp
広報いせ　第13号　平成18年11月1日発行　印刷　千巻印刷産業株式会社

※外国人登録者を含む

総人口	 136,784人（−48人）	 男　性	 64,959人	（＋3人）

世帯数	 52,535世帯（＋51世帯）	 女　性	 71,825人	（−51人）

人の動き（９月末現在）

　9月4日･5日、「夫婦」と名のつく名所を持つ自治体
などが集まって、「第15回全国夫婦岩サミット」が賓
日館（二見町茶屋）ほかで開催されました。

　全国から、行政や観光協会などの関係者や地元まち

づくり関係者など、約110人が交流を深めました。
　天野鎮

しず

雄
お

・山田昌夫妻による座談会や、県内外のま

ちづくりに詳しい人を交えてのパネルディスカッショ

ンを行い、まちおこしを図るための「全国の夫婦岩巡

り」や「全国夫婦岩百選」などが提案されました。

　農林課では、明野高等学校の協力のもと、同校生徒

の指導により、3回にわたって親子農業体験（イチゴ
栽培など）を開催しています。

　第1回目の9月23日、参加した親子約30人は、イ
チゴの定植の仕方などについての講義を受けた後、生

徒の熱心な指導を受けながら、実際にイチゴ苗を植え

ました。

　参加者は、「収穫が待ち遠しい」など、イチゴの生

長を楽しみにしていました。

全国夫婦岩サミット

親子農業体験を実施

　10月3日、早修小学校1年生の児童22人が、通学路での交通
安全指導や運動会で披露した伊勢音頭の指導など、日頃お世話に

なっている民生委員や婦人会の皆さんを招き、ジャガイモパーテ

ィーを楽しみま

した。

　子どもたちは、

自分たちが学年

園で育てたジャ

ガイモで作った

ジャガイモ団子

をみんなで食べ

た後、校歌を歌

ったり、自分た

ちが咲かせたア

サガオの種や手

紙を渡したりし

て、感謝の気持

ちを伝えました。

早修小児童が民生委員・婦人会の皆さんと歓談

まちの話題

　9月14日、あけぼの園（小俣町）で、伊勢警察署から講師を招いて
交通安全教室が行われました。

　園児たちは、紙芝居や腹話術を熱心に聞き、横断歩道の渡り方を

練習したり、交通に関する知識をたくさん学びました。

　また、本物のパトカーを見せてもらって、みんな大喜びでした。

赤信号は止まりましょう！交通安全教室を開催


